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名古屋キリスト教社会館は、
創立の精神に基づき、次の使命を担います。
1. すべての人々がかけがえのない存在として人
権が保障され、自立した人間として成長して
いける社会を築くことをめざします。
2. 隣人とのであい、ふれあい、そだちあいを大切
にし、ともに地域の課題を担うことを通して
福祉の輪が拡がるように努めます。
3. 世界の人々との交わりを通して、福祉社会の
実現のために働きます。

名古屋キリスト教社会館の使命

念
願
で
あ
り
ま
し
た
「
東
部
地
域
療
育
セ
ン

タ
ー
ぽ
け
っ
と
」（
以
下
、
東
部
セ
ン
タ
ー
と

い
う
）
が
六
月
一
日
、
つ
い
に
オ
ー
プ
ン
。
七

日
（
土
）
に
は
、
行
政
、
設
計
管
理
・
施
工
業

者
、
役
員
、
関
係
す
る
施
設
・
事
業
所
の
方
々

一
三
○
名
を
迎
え
、
献
堂
の
礼
拝
、
竣
工
式
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
え
ば
、
東
部
セ
ン
タ
ー
建
設
が
法
人
の
目

標
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
二
○
○
三
年
に
、
名

古
屋
市
立
の
「
ち
よ
だ
学
園
」
を
引
き
継
い

だ
時
で
す
。
名
古
屋
市
は
、
当
初
、
北
部
地
域

療
育
セ
ン
タ
ー
開
設
に
合
わ
せ
、
名
古
屋
市
立

の
障
害
児
通
園
施
設
「
あ
つ
た
学
園
」
と
こ
の

「
ち
よ
だ
学
園
」
を
発
展
的
に
閉
園
と
す
る
計

画
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
保
護
者
か
ら
出
さ
れ

た
“
継
続
し
て
欲
し
い
”
と
の
強
い
願
い
と
、

早
期
発
見
、
早
期
療
育
の
拡
充
の
必
要
性
を
覚

え
、
同
種
の
事
業
を
担
う
社
会
福
祉
法
人
に
委

託
し
て
継
続
す
る
こ
と
を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
が
基
本
計
画
と
し
て
掲
げ
た
五
か

所
の
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
は
、
一
号
館
開
設
か

ら
二
十
数
年
の
時
を
経
て
、
こ
こ
に
完
成
し
ま

し
た
。
思
え
ば
、こ
の
二
十
数
年
の
間
に
、災
害

多
発
国
日
本
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
と
い
う
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
間
に

は
中
越
地
震
な
ど
の
地
震
被
害
の
ほ
か
、
火
山

灰
被
害
、
豪
雨
災
害
な
ど
、
毎
年
災
害
に
見
舞

わ
れ
、
そ
の
対
策
に
膨
大
な
国
家
予
算
が
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
国
民
が
、
被
災
地
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事
、
義
援
金
を
送
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
て
福
祉
に
、

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
建
設
に
国
の
税
金
、
名
古

屋
市
の
税
金
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
市
民
か
ら
建
設
の
た
め
の
献
金
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
協
働
の
要
は
、
何
と
い
っ
て
も
担
当
行

政
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
・
名
古
屋
市
の

補
助
金
確
保
、
借
入
金
申
請
の
側
面
援
助
、
当

法
人
へ
の
指
導
、
援
助
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実

現
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
建
設
に
求
め
ら
れ
た

法
人
の
自
己
資
金
の
一
部
に
と
発
達
セ
ン
タ
ー

ち
よ
だ
（
ち
よ
だ
学
園
を
引
き
継
い
だ
際
に
改

称
）
の
保
護
者
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
募
金
活

動
を
展
開
。“
子
ど
も
の
発
達
へ
の
不
安
や
悩
み

を
笑
顔
に
変
え
た
い
。
そ
の
強
い
願
い
を
一
緒

に
カ
タ
チ
に
し
ま
し
ょ
う
”
と
多
く
の
市
民
に

呼
び
か
け
、
目
標
額
の
三
千
万
円
を
大
幅
に
超

え
る
献
金
へ
と
結
び
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

設
計
・
管
理
を
担
当
さ
れ
た
安
井
建
築
設
計

事
務
所
は
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
、
職
員
の
願

い
、
思
い
を
図
面
化
。
施
工
に
あ
た
っ
て
く
れ

た
守
谷
商
会
と
、
こ
こ
に
つ
ら
な
る
様
々
な
建

設
事
業
所
の
皆
さ
ん
は
、
夜
を
徹
し
て
工
事
を

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
竣
工
式
の
日
、
通
り
か

か
っ
た
近
隣
の
女
性
が
「
み
ん
な
、
本
当
に
よ

く
働
い
て
お
ら
れ
た
わ
よ
」
と
温
か
な
言
葉
を

か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
勿
論
、
私
ど
も
名
古

屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館
の
役
・
職
員
、
す
べ
て

の
利
用
者
と
そ
の
家
族
ら
が
、
東
部
セ
ン
タ
ー

の
実
現
を
当
面
す
る
最
大
の
目
標
に
掲
げ
て
智

恵
を
絞
り
、
力
を
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
の
で
、

竣
工
は
、
関
係
者
全
員
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

新
約
聖
書
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
十
一
章
九
節

『
求
め
よ
、
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
』
を
覚
え
ま

す
。
こ
の
聖
句
は
、求
め
れ
ば
何
で
も
そ
の
欲
す

る
者
に
欲
し
い
物
が
与
え
ら
れ
る
の
だ
と
、
間

違
っ
て
解
釈
し
が
ち
な
言
葉
で
す
が
、本
当
は
、

求
め
る
も
の
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
最
大
限
の

努
力
を
す
る
こ
と
、
そ
の
最
大
限
努
力
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
神
は
見
捨
て
な
い
よ
、

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
。

ち
よ
だ
学
園
を
引
き
継
い
だ
「
発
達
セ
ン

タ
ー
ち
よ
だ
」
は
、
東
部
セ
ン
タ
ー
へ
と
発
展

解
消
す
る
の
で
な
く
、
東
部
セ
ン
タ
ー
を
生
み

だ
す
と
と
も
に
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
名
古
屋
市
担
当
課
内
で
は
、
東
部

セ
ン
タ
ー
か
ら
遠
く
離
れ
た
志
段
味
地
区
で
の

拠
点
づ
く
り
も
話
題
に
の
ぼ
る
な
ど
、
名
古
屋

市
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
の
更
な
る
充
実
の

機
運
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

器
は
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
器

い
っ
ぱ
い
に
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ
う

な
働
き
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
ま

す
。
協
働
の
輪
を
も
っ
と
も
っ
と
拡
げ
、
成
長

発
達
へ
の
不
安
と
悩
み
を
も
つ
子
ど
も
と
そ
の

親
、
家
族
、
そ
し
て
こ
れ
を
取
り
巻
く
市
民
み

ん
な
が
、
笑
顔
に
包
ま
れ
る
名
古
屋
市
と
な
る

よ
う
、
一
層
力
を
注
い
で
い
く
覚
悟
で
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

常
務
理
事　

谷
川　
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協働の果実としての
「東部地域療育センターぽけっと」竣工

（ペトロの手紙Ⅰ ４章 10 節）
「あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵みの
　善い管理者として、その賜物を生かして互いに仕えなさい。」　　　　（ペトロの手紙Ⅰ ４章 10 節）
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二
〇
一
四
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
社
会
館
に
新
た
な
事
業
が

二
つ
加
わ
り
ま
し
た
。
四
月
に

南
区
寺
部
通
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
形
式
（
共
同
運
営
）
で
「
南

区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
、
六
月
に
千
種
区
猫

洞
通
に
「
東
部
地
域
療
育
セ
ン

タ
ー
ぽ
け
っ
と
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
第
四
次
将
来

構
想
に
基
づ
き
、
西
館
建
設
の

準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
館
の
働
き
が
大
き
く
広
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
事
業
も

地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

よ
う
と
、願
い
、考
え
、粘
り
強

く
行
動
を
続
け
た
結
果
、
産
み

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
非
常
勤

の
職
員
を
合
わ
せ
る
と
四
〇
〇

名
を
超
す
大
き
な
組
織
と
な
っ

た
私
た
ち
が
担
う
働
き
の
多
様

さ
と
大
き
さ
を
覚
え
ま
す
。
そ

の
働
き
が
発
達
セ
ン
タ
ー
部
・

支
援
セ
ン
タ
ー
部
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
部
の
三

部
門
に
亘
る
こ
と
が
示
し
て
い

る
よ
う
に
、
社
会
館
に
は
多
様

な
職
種
の
職
員
が
働
き
に
就
い

て
い
ま
す
。
各
々
の
専
門
性
を

生
か
し
て
ご
利
用
者
様
の
福
祉

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
多

様
な
職
種
の
職
員
が
共
に
力
を

合
わ
せ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ

り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

聖
書
は
、
一
人
ひ
と
り
に
賜

物
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
語
り

ま
す
。（
ペ
ト
ロ
の
手
紙
一 

四

章
一
〇
節
）
そ
れ
ら
は
神
様
か

ら
の
ギ
フ
ト
、
つ
ま
り
贈
り
物

で
あ
る
の
で
す
。
誰
で
も
贈
り

物
を
も
ら
う
と
嬉
し
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
賜
物
は
自
分
を

喜
ば
す
た
め
で
な
く
、
そ
れ
を

用
い
て
神
様
の
栄
光
を
現
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。第

一
に
、「
善
い
管
理
人
」
に

な
る
こ
と
で
す
。「
神
は
お
造
り

に
な
っ
た
す
べ
て
の
も
の
を
御

覧
に
な
っ
た
。
見
よ
、
そ
れ
は

極
め
て
良
か
っ
た
」（
創
世
記
一

章
三
一
節
）
と
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
す
べ
て
の
も
の
は
良

い
も
の
と
し
て
私
た
ち
に
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
た

ち
人
間
の
使
命
は
、
そ
れ
ら
を

賢
く
管
理
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
と
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
使

命
は
私
に
与
え
ら
れ
た
賜
物
を

管
理
す
る
こ
と
か
ら
、
広
く
は

地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
。
神
様
の

栄
光
を
現
す
こ
と
と
は
、
こ
の

使
命
を
忠
実
に
果
た
す
こ
と
に

他
な
ら
な
い
の
で
す
。

第
二
に
、「
賜
物
を
生
か
し
て

互
い
に
仕
え
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

賜
物
を
も
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
独
り
よ
が
り
や
一
部
に
偏
っ

た
働
き
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
素

晴
ら
し
い
音
楽
に
は
音
と
音
と

の
調
和
が
あ
り
、
ま
た
指
揮
者

に
よ
っ
て
調
子
が
整
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
全
体
（
チ
ー

ム
）
の
益
に
な
る
よ
う
な
生
か

し
方
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

た
く
さ
ん
の
良
い
も
の
を

い
た
だ
い
て
い
る
社
会
館
で

あ
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
で

す
。
神
様
の
愛
に
共
に
支
え
ら

れ
て
、
育
ち
合
っ
て
い
き
た
い

と
願
い
ま
す
。

　
　

チ
ャ
プ
レ
ン

　

杉
本
美
由
紀　

 

「神様は良いものを
くださった」

法人合計 法人本部 菜の花 みどり菜の花 名南ユース ちどり学童 デイ友・愛 そよ風 あつた ちよだ 児童デイ 障害児相談支援 ケアホーム ぴぼっと 生活介護ねーぶる 支援Ｃみなみ 東部地域療育 C 建設

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

介護保険事業収入 78,471 0 0 0 0 78,471 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
保育事業収入 216,915 0 147,845 69,070 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
障害福祉サービス等事業費収入 587,902 0 0 0 0 12,524 82,794 72,211 57,429 71,118 1,542 98,587 71,425 101,988 18,284 0 
その他の事業収入 70,533 1,102 0 0 6,251 0 63,180 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
経常経費補助金収入 376,325 0 72,795 26,255 6,179 0 183,892 44,054 41,774 0 0 0 943 433 0 0 
借入金利息補助金収入 1,727 0 145 0 0 69 250 0 0 0 0 0 555 707 0 0 
経常経費寄付金収入 6,287 1,846 1,667 10 400 20 597 1,290 409 48 0 0 0 0 0 0 
受取利息配当金収入 160 89 10 2 0 7 29 7 0 2 0 2 5 6 1 0 
その他の収入 5,206 3,703 46 25 38 999 38 39 53 5 0 0 4 244 12 0 
流動資産評価益等にる資金増加額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
事業活動収入計⑴ 1,343,526 6,740 222,508 95,362 12,868 92,091 330,781 117,601 99,665 71,173 1,542 98,589 72,932 103,378 18,297 0 

支
　
　
出

人件費支出 1,072,700 2,669 175,245 63,360 7,796 76,708 273,420 93,008 80,171 50,381 7,077 83,233 56,577 88,217 14,838 0 
事業費支出 94,444 0 18,872 6,876 2,162 15,642 10,534 9,114 7,634 3,713 47 12,180 2,179 5,445 45 0 
事務費支出 101,691 6,052 16,448 12,841 965 5,930 29,153 4,094 4,928 7,261 108 2,995 3,610 4,669 2,636 0 
利用者負担額軽減額 218 0 0 0 0 218 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
支払利息支出 2,380 250 180 0 0 166 313 0 0 0 0 0 647 824 0 0 
その他の支出 134 0 0 0 0 60 9 0 65 0 0 0 0 0 0 
流動資産評価損等による資金減少額 223 0 0 0 0 0 0 14 0 208 0 0 0 0 0 0 
事業費活動支出計⑵ 1,271,791 8,971 210,745 83,077 10,923 98,664 313,480 106,239 92,733 61,628 7,232 98,408 63,013 99,155 17,519 0 

事業活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ 71,736 -2,231 11,763 12,285 1,945 -6,573 17,301 11,362 6,932 9,545 -5,690 181 9,919 4,223 778 0 

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収 

入

施設整備等補助金収入 12,890 1,358 2,544 0 0 2,408 3,080 0 0 0 0 0 1,540 1,960 0 0 
施設整備等寄付金収入 27,375 23,149 0 0 0 0 0 0 4,226 0 0 0 0 0 0 0 
設備資金借入金収入 114,374 0 0 0 0 374 0 0 0 0 0 0 0 0 0 114,000 
固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
その他の施設整備等による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
施設整備等収入計⑷ 154,640 24,507 2,544 0 0 2,782 3,080 0 4,226 0 0 0 1,540 1,960 0 114,000 

支 

出

設備資金借入金元金償還支出 21,812 5,298 3,180 0 0 3,354 3,850 0 0 0 0 0 2,697 3,433 0 0 
固定資産取得支出 283,291 60,349 41,637 145 850 27,431 14,927 1,263 1,762 145 0 0 146 145 0 134,487 
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ファイナンス ･ リース責務の返済支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
その他の施設整備等による支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
施設整備等支出計⑸ 305,103 65,647 44,817 145 850 30,785 18,777 1,263 1,762 145 0 0 2,843 3,578 0 134,487 

施設整備投資金収支差額⑹＝⑷－⑸ -150,463 -41,140 -42,273 -145 -850 -28,003 -15,697 -1,263 2,464 -145 0 0 -1,303 -1,618 0 -20,487 

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収 

入

長期貸付金回収収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
積立資産取崩収入 130,095 83,300 20,000 0 0 2,000 14,635 0 10,160 0 0 0 0 0 0 0 
拠点区分間長期借入金金収入 ＊内部消去 0 0 0 0 0 0 0 0 6,300 0 0 0 0 0 0 
拠点区分間長期貸付金回収収入 ＊内部消去 1,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
拠点区分間繰入金収入 ＊内部消去 12,966 0 0 0 0 0 0 0 2,360 6,152 0 0 0 0 74,000 
サービス区分間繰入金収入 640 0 0 0 0 0 640 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
その他の活動による収入 44,350 44,350 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
その他の活動収入計⑺ 175,085 141,616 20,000 0 0 2,000 15,275 0 10,160 8,660 6,152 0 0 0 0 74,000 

支 

出

長期貸付金支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
積立資産支出 77,340 24,237 3 8,000 0 0 8,071 9,000 6,568 12,460 0 0 7,000 2,000 0 0 
拠点区分間長期貸付金支出 ＊内部消去 0 0 0 0 0 5,000 0 0 1,300 0 0 0 0 0 0 
拠点区分間長期借入金返済支出 ＊内部消去 0 0 0 0 1,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
災害損失支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
拠点区分間繰入金支出 ＊内部消去 74,000 0 0 0 300 3,075 1,002 12,959 2,126 0 0 1,370 556 90 0 
サービス区分間繰入金支出 640 0 0 0 0 0 640 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
その他の活動による支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
その他の活動支出⑻ 77,980 98,237 3 8,000 0 1,300 16,786 10,002 19,527 15,886 0 0 8,370 2,556 90 0 

その他の活動資金収支差額⑼＝⑺－⑻ 97,105 43,379 19,997 -8,000 0 700 -1,511 -10,002 -9,367 -7,226 6,152 0 -8,370 -2,556 -90 74,000 
当期資金収支差額合計⑽＝⑶＋⑹＋⑼ 18,378 8 -10,513 4,140 1,095 -33,876 93 97 29 2,174 462 181 246 49 688 53,513 

前期末支払資金残高⑾  444,081 38,248 31,557 5,493 2,699 51,110 136,687 24,277 27,686 43,804 0 10,999 28,621 37,937 4,956 0 
当期末支払資金残高⑽＋⑾ 462,459 38,256 21,044 9,633 3,794 17,234 136,780 24,374 27,715 45,978 462 11,180 28,867 37,986 5,644 53,513 

2013 年度　名古屋キリスト教社会館　資金収支計算内訳表 単位：千円

資産の部
2013 年度 前年度

勘定科目 社会福祉事業 法人全体
流動資産 521,704 576,450 
固定資産 1,465,024 1,276,681 
　基本財産 887,444 915,858 
　その他の固定資産 577,580 360,823 
資産の部合計 1,986,728 1,853,131 

負債の部
2013 年度 前年度

勘定科目 社会福祉事業 法人全体
流動負債 85,117 132,368
固定負債 345,012 229,780
負債の部合計 430,129 362,148

純　資　産
2013 年度 前年度

基本金 233,767 251,216
国庫補助特別積立金 398,568 317,514
その他の積立 121,537 174,293
次期繰越活動差額 802,725 747,958
純資産の部合計 1,556,597 1,490,981

貸借対照表 　2014.3.31
単位：千円

差引純資産 1,556,598,712 円

　

二
〇
一
三
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
社
会
福

祉
法
人
新
会
計
基
準
に
移
行
し
た
こ
と
と
、

「
東
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
ぽ
け
っ
と
」
を

建
設
及
び
「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
と
く
し
げ
」

を
建
設
開
設
し
た
こ
と
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館

の
「
理
念
」
と
「
実
践
の
ね
ら
い
」
に
即
し

て
評
価
し
、
持
続
的
な
実
践
向
上
に
つ
な
が

る
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
「
東
部
地
域

療
育
セ
ン
タ
ー
ぽ
け
っ
と
」
の
建
設

　

こ
の
建
設
は
、
国
の
内
示
の
遅
れ
と
消
費

税
導
入
前
の
駆
け
込
み
需
要
に
よ
り
、
第
一

回
目
の
入
札
は
不
調
と
な
り
ま
し
た
。
二
回

目
で
業
者
が
決
ま
る
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、

工
期
が
遅
れ
、
一
〇
月
に
起
工
式
、
完
成
は

二
〇
一
四
年
五
月
末
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
行
政
関
係
者
の
み
な
ら
ず
大
変

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
建
設
・
開
設

が
実
現
し
ま
し
た
。
特
に
「
社
会
館
後
援

会
・
建
設
募
金
委
員
会
」
の
活
動
に
よ
り
、

一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
方
々
か
ら
ご
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
た
事
実
に
、
大
き
な
期
待
と
責
任

の
広
が
り
を
自
覚
し
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
こ
う
し
て
、
名
古
屋
市
の
基
本
計
画
に

基
づ
く
最
終
の
五
カ
所
目
の
地
域
療
育
セ
ン

タ
ー
と
し
て
「
東
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
ぽ

け
っ
と
」
が
完
成
し
た
こ
と
は
、
感
慨
深
く

大
き
な
喜
び
で
す
。
こ
こ
を
支
え
に
新
規
職

員
を
含
め
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
形
成
に
努
力
し

事
業
内
容
の
向
上
に
邁
進
し
ま
す
。

「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
と
く
し
げ
」
の
開
設

　

緑
区
に
新
た
な
療
育
拠
点
、
児
童
発
達
支

援
事
業
所
「
み
ど
り
そ
よ
風
」
が
開
設
。（
み

ど
り
菜
の
花
保
育
園
の
隣
地
一
〇
〇
坪
を
賃

貸
契
約
し
建
設
）
二
歳
児
、
育
ち
に
不
安
の

あ
る
親
子
療
育
の
場
と
し
て
五
月
よ
り
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

第
四
次
将
来
計
画
構
想
と
南
医
療
生
協
病

院
跡
地
の
購
入
、
並
び
に
西
館
建
設
計
画

の
具
体
化

　

高
齢
者
、
乳
児
、
障
害
児
、
障
害
者
分
野

の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
拡
大
に
即
し
て
、「
第
四

次
将
来
計
画
」
を
協
議
・
確
立
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
九
月
の
理
事
会
に
お
い
て
南
医
療

生
協
病
院
跡
地
三
六
〇
坪
の
購
入
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
西
館
と
し
て
こ
れ
ま
で

借
家
で
実
践
し
て
き
た
事
業
を
含
め
、
高
齢

者
、
乳
児
、
障
害
児
の
新
た
な
事
業
計
画
を

実
現
さ
せ
ま
す
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
設
計
会
社
も
確
定
し
、
二
〇
一
四
年
度
協

議
書
提
出
予
定
で
す
。事務

長　

渋
谷　

文
平　

　
二
〇
一
三
年
度

決
算
及
び
事
業
報
告
　＊注１　千円未満切り捨て表示のため、縦計、横計の誤差があります。　＊注２　デイ友・愛は高齢居宅支援、配食ゆうの里を含みます。　＊注３　ぴぼっとは、ショートステイ、ホームヘルプ、相談支援を含みます。　

＊注４　児童デイは、ACT、みどり、みどりそよ風、あつた、ちよだの５事業所の計となります。

あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているの
ですから、神のさまざまな恵みの善い管理者と
して、その賜物を生かして互いに仕えなさい。
 ペトロの手紙Ⅰ　４章 10 節
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地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
し
て

　

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
「
お
は
よ
う
」
の
あ
い
さ
つ

と
共
に
扉
が
開
き
、
す
ぐ
に
友
だ
ち
の
姿
を
探
す
Ａ

ち
ゃ
ん
は
週
三
回
一
時
保
育
に
き
て
い
ま
す
。
は
じ

め
て
の
場
所
で
緊
張
し
て
い
る
Ｂ
ち
ゃ
ん
は
、
お
や

つ
を
食
べ
終
え
る
頃
に
な
る
と
保
育
士
の
傍
で
遊
び

始
め
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
は
保
育
園
の
園
庭
や
近

く
の
公
園
に
出
か
け
思
い
っ
き
り
身
体
を
動
か
し
遊

ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
毎
日
一
〇
名
前
後

の
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い
て
い
る
一
時
保

育
で
す
。

　

子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
も
う
ひ
と
つ
の
事
業
と
し
て

「
な
の
は
な
遊
ぶ
会
」
が
あ
り
ま
す
。
親
子
あ
そ
び
・

ど
ろ
ん
こ
あ
そ
び
・
お
楽
し
み
誕
生
会
・
お
し
ゃ
べ

り
カ
フ
ェ
・
身
体
計
測
を
は
じ
め
、
専
門
講
師
に
よ

る
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
骨
盤
美
人
体
操
・
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
等
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。毎
月
発
行
し
て
い
る『
遊

ぶ
会
だ
よ
り
』
を
見
て
未
就
園
の
親
子
が
集
ま
っ
て

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
「
一
時
保
育
「
や
「
子
育
て
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

（「
一
時
保
育
」「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
」
の
お
問
い
合

わ
せ
は
六
一
二
︱
八
八
五
九
ま
で
）（

加
藤　

好
美
）

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、

一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
！

　

六
月
『
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
も
っ
と

知
り
た
い
』『
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
遊

ん
で
ほ
し
い
』
と
い

う
お
父
さ
ん･

お

母
さ
ん
・
保
育
園
の

願
い
か
ら
、
各
ク
ラ

ス
・
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
保
育
参
観（
参
加
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

〇
・
一
歳
は
、
片
栗
粉
粘
土
の
手
の
ひ
ら
で
握
る

と
固
ま
り
、
開
く
と
指
の
間
か
ら
流
れ
落
ち
る
感
触

に
「
不
思
議
な
感
触
で
す
ね
」
と
お
母
さ
ん
。
公
園

の
芝
の
ぼ
り
で
は
「
自
然
の
中
で
こ
ん
な
に
楽
し
め

る
ん
だ
」
と
あ
そ
び
の
世
界
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び

を
通
し
て
豊
か
に
成
長
す
る
姿
を
家
族
の
皆
さ
ん
と

喜
び
合
い
た
い
で
す
。

※
片
栗
粉
粘
土
の
作
り
方

　

片
栗
粉
に
水
を
加
え
な
が
ら
適
当
な
固
さ
に
し
て

い
き
ま
す
。 

（
三
大
寺
あ
づ
み
）

学
童
っ
子
が
増
え
ま
し
た
！

　

ち
ど
り
児
童
会
は
、
留
守
家
庭
な
ど
の
小
学
生
が

放
課
後
の
時
間
を
過
ご
す
「
学
童
保
育
所
」
で
す
。

千
鳥
・
白
水
・
柴
田
・
星
崎
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
「
第
二
の
家
庭
」
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
生

活
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
九
名
の
新
一
年
生
を
新
し
く
迎
え
、
現

在
四
十
二
名
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
一
年
生
は
、
学

童
な
ら
で
は
の
あ
そ
び
（
こ
ま
、
か
ま
い
た
、
て
ん

か
く
な
ど
）
を
上
級
生
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
新
し

い
あ
そ
び
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、「
一
年
生
お
と
ま
り
会
」
を
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
ご
は
ん
を
つ
く
り
、
お
風
呂
は
地
域
の

銭
湯
へ
行
き
ま
し
た
。
夜
は
、
花
火
を
し
て
、
夏
の

キ
ャ
ン
プ
で
使
う
寝
袋
で
寝
ま
し
た
。
楽
し
い
と
り

く
み
に
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
い
表
情
が
た
く
さ
ん
み
ら

れ
ま
し
た
。
お
と
ま
り
会
で
自
信
を
つ
け
、
す
っ
か

り
「
学
童
っ
子
」
ら
し
く
な
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち

で
す
。

（
楠
木　
　

徹
）

歌
っ
て
元
気
、
笑
っ
て
リ
ハ
ビ
リ

●
歌
声
響
く
音
楽
療
法

　

水
野
先
生
の
音
楽
療
法
は
、
普
段
の
と
り
く
み
で

は
声
を
出
す
こ
と
が
苦
手
な
ご
利
用
者
さ
ん
も
楽
し

み
な
が
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
人
前
で
歌

う
こ
と
が
苦
手
な
Ｏ
さ
ん
も
、
自
己
紹
介
の
歌
は
楽

し
く
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
ん
に
ち

は
～
、
こ
ん
に
ち
は
～
、
ご
き
げ
ん
い
か
が
～
♪
わ

た
し
は
、Ｏ
Ｏ
で
す
～
、今
日
は
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ

う
～
♪
」。
ま
た
、
耳
が
遠
く
普
段
は
物
静
か
な
Ｉ

さ
ん
も
、
周
り
の
方
が
タ
ン
バ
リ
ン
を
叩
く
の
を
見

て
、
突
然
踊
り
だ
し
、
周
囲
の
方
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
ご
利
用
者
さ
ん
の
な
か
に
は
、
歌
が
好
き

で
音
楽
療
法
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
、
手
話
歌

に
興
味
が
あ
り
練
習
さ
れ
、
音
楽
が
流
れ
る
と
自
然

と
手
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

●
リ
ハ
ビ
リ
体
操
で
元
気
な
身
体

　

青
山
先
生
の
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
多
く
の
ご
利
用

者
さ
ん
が
積
極
的
に
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
利
用

者
さ
ん
の
訴
え
を
聞
き
、
そ
の
方
に
合
っ
た
体
操

や
、
立
ち
方
、
座
り
方
を
教
え
て
頂
き
、
痛
み
が
緩

和
さ
れ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
座
り
方
を
教
わ
ら

れ
た
Ｓ
さ
ん
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
手
製
で
作
り
使
用

さ
れ
、
以
前
よ
り
腰
が
ら
く
に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
は
車
イ
ス
の
Ｕ
さ
ん
は
、「
先

生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
、
椅
子
に
座
り
替
え
て
体

操
す
る
わ
！
」
と
真
剣
に
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
の
方
の
リ
ハ
ビ
リ
は
目
に
見
え
る
効
果
は
決
し

て
多
い
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
体
操

を
通
じ
て
、
運
動
へ
の
意
欲
や
、
健
康
へ
の
意
識
向

上
に
強
く
繋
が
っ
て

い
ま
す
。（河

村　

和
徳
）

 TEL 612-3361
 FAX 612-8893

 TEL 612-1346
 FAX 611-9085

 TEL 879-5557
 FAX 879-5556

 TEL 612-3077
 FAX 611-9085

「豊かな育ちと輝く人生を」
―コミュニティケアセンター部―

「ライオンがおー！」
芝のお山を登るのおもしろいよ！

「たん・たん・たんじょーび」
ケーキつくるよ♪

「コネコネぺったん！」
小麦粉粘土、気持ちいいね。

夕食はカレーライス
「野菜の皮むきできるよ！」

夜は寝袋
「友だちと一緒、

うれしいな～」

お風呂は近くの銭湯へ
「たのしみ～」

●一時保育 いちごぐみ
花畑まで散歩に行こう
「お手てつなご！」

●一時保育 いちごぐみ
―散歩中のひとこま―
「ありさんいるかな？」

●子育てセンター菜の花
親子ふれあいあそび
「おふねはぎっちらこ」

ち ど り 児 童 会 菜 の 花 保 育 園

みどり菜の花保育園デ イ サ ー ビ ス 友
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編 

集 

後 

記

　六
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

東
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
名

称
は
「
ぽ
け
っ
と
」。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
〝
ぽ
け
っ
と
〞

か
ら
溢
れ
出
る
よ
う
に
、
と
い

う
願
い
と
と
も
に
、〝
ぽ
〞

〝
け
〞
〝
と
〞
そ
れ
ぞ
れ
に
意

味
の
あ
る
言
葉
の
頭
文
字
を
つ

な
げ
た
造
語
で
も
あ
る
。
た
く

さ
ん
の
支
援
の
も
と
に
誕
生
し

た
ぽ
け
っ
と
が
、
地
域
の
福
祉

の
拠
点
と
し
て
生
か
さ
れ
、
下

駄
ば
き
で
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
親
し
み
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
と

な
る
べ
く
、
歩
み
が
始
ま
っ
た
。

（
Ａ
・
Ｓ
）

苦情申し出の窓口

第三者委員は、

仲田　伸輝　821－0570
小林　冴子　611－0401

　また、法人職員ではなく、第
三者の立場として苦情を受付け、
より良い解決へと導く立場の者
として、第三者委員を選任して
います。

法人への苦情は、
本部事務局

６１２－３３７０
へお願いします。

　苦情の申し出窓口は、各事業
所掲示板等に掲示しています。
苦情受付者は主任、解決者は事
業所長が基本です。

献
金
・
協
賛
報
告

　ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
方
々
の
ご

芳
名
を
掲
載
し
、
報
告
と
お
礼
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〈
一
般
寄
付
〉

千
鳥
な
ご
や
か
給
食
会
、
金
城
学
院
高

等
学
校
、高
山
明
子
、坂
倉
由
紀
、鳥
井
一

夫
、奥
村
一
子
、岩
田
悦
、松
本
勝
正
、青

木
栄
一
、名
古
屋
神
召
キ
リ
ス
ト
教
会

〈
ホ
ー
ム
指
定
寄
付
〉

加
藤
峯
子

〈
西
館
建
設
指
定
寄
付
〉

冨
田
千
栄
子

〈
ち
ど
り
児
童
会
指
定
寄
付
〉

ち
ど
り
児
童
会
父
母
会

〈
発
達
セ
ン
タ
ー
あ
つ
た
指
定
寄
付
〉

神
宮
司
成
弘

〈
ぽ
け
っ
と
指
定
寄
付
〉

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ 

小
宮
一
子
、
愛
知
県
自
閉
症

協
会 

つ
ぼ
み
の
会
、愛
知
県
福
祉
協
会
、

愛
知
こ
ど
も
の
と
も
社
、北
原
良
男
、青

山
正
幸
、
赤
塚
裕
美
子
、
浅
岡
徹
夫
、
あ

さ
み
ど
り
の
会
、
あ
そ
び
虫
ク
ラ
ブ 

運

営
委
員
会
、
あ
つ
た
保
護
者
会
Ｏ
Ｂ
会
、

阿
部
建
設
株
式
会
社 

阿
部
一
雄
、
荒
川

博
暉
、
石
川
三
枝
子
、
石
田
由
美
子
、
石

田
国
際
特
許
事
務
所 

石
田
喜
樹
、
石
塚

芳
三
、磯
部
モ
ー
タ
ー
ス 

磯
部
昌
治
、市

川
一
宏
、
伊
藤
仁
信
、
伊
藤
輝
人
、
伊
藤

正
俊
、
伊
藤
恭
愛
、
犬
飼
尚
樹
、
岩
切
友

佳
理
、
岩
田
典
子
、
岩
間
哲
郎
、
植
木
信

一
、江
村
、大
阪
徳
寿
、大
嶋
晶
子
、大
島

和
海
、
大
島
孝
三
郎
、
お
お
し
ま
保
育

園
、
太
田
み
か
、
大
塚
友
裕
、
大
前
工
業

株
式
会
社
、
大
森
授
産
所
、
岡
本
榮
一
、

岡
本
恒
義
、
小
川
浩
、
尾
関
明
、
小
原
拓

己
、
小
原
千
里
、
小
原
千
裕
、
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
、笠
井
俊
明
、勝
冶

美
穂
、
桂
川
長
兵
衛
、
加
藤
淳
、
加
藤
直

美
、加
藤
峯
子
、金
山
保
育
園
、可
児
明
、

金
武
勝
己
、株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｖ
、株
式
会

社
竹
田
嘉
兵
衛
商
店
、神
谷
恭
子
、か
わ

さ
き
保
育
園
、
川
原
啓
美
、
木
下
敬
成
、

金
城
学
園
幼
稚
園
、久
保
寺
迪
子
、黒
越

睦
子
、
河
野
登
喜
子
、
小
久
保
勝
己
、
小

久
保
さ
ち
子
、
小
嶋
純
二
郎
、
後
藤
明

子
、
小
林
恵
美
子
、
小
林
美
由
紀
、
小
松

徹
、
佐
川
一
郎
、
佐
藤
典
子
、
さ
ぽ
ー
と

２
、サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
若
水
、さ
わ
ら

び
園
、さ
わ
ら
び
園
保
護
者
会
、宍
戸
健

夫
、実
現
さ
せ
る
会
幹
事
会
、柴
田
洋
治

郎
、
渋
谷
文
平
、
島
田
佳
苗
、
社
会
館
後

援
会
、社
会
福
祉
法
人 

新
瑞
福
祉
会
、社

会
福
祉
法
人 

名
古
屋
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、

社
会
福
祉
法
人 

名
南
子
ど
も
の
家
、
社

会
福
祉
法
人 

ゆ
た
か
福
祉
会
、
社
会
福

祉
法
人 

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館
、
自

由
ヶ
丘
キ
リ
ス
ト
教
会
、
宗
教
法
人
薬

師
寺 

柿
本
大
眞
、小
那
比
公
民
会
、白
石

淑
江
、新
生
福
祉
会
、新
生
福
祉
会 

林
小

夜
子
、
菅
野
誠
、
杉
浦
典
男
、
杉
浦
眞
喜

子
、杉
本
充
、鈴
木
都
、鈴
木
裕
子
、須
田

桂
子
、
須
田
静
代
、
聖
マ
リ
ア
幼
稚
園
、

清
明
山
保
育
園
、
全
国
児
童
発
達
支
援

協
議
会
、そ
よ
風 

お
や
じ
の
会
、そ
よ
風 

職
員
、そ
よ
風 

保
護
者
・
職
員
有
志
、高

瀬
稔
彦
、高
田
典
幸
、高
橋
博
、田
上
正
、

髙
森
敏
子
、
瀧
川
裕
康
、
田
口
恵
美
子
、

竹
内
平
、
竹
中
貞
子
、
田
島
宣
人
、
谷
佳

生
、
谷
川
修
、
田
部
井
星
一
、
千
種
区
障

害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
千
草

保
育
園
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
、ち
よ
だ
療
育
研
究
会
、土
屋

久
典
、
鶴
田
吉
和
、
手
嶋
義
勝
、
出
村
和

子
、
寺
田
仁
計
、
土
肥
悟
、
東
部
募
金
委

員
会
、
豊
田
学
区 

安
井
勝
彦
、
鳥
井
一

夫
、
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
、
中
島
忍
、
中
田

照
子
、
中
堀
清
哲
、
名
古
屋
北
教
会
、
名

古
屋
市
障
害
者
福
祉
施
設
連
絡
協
議

会
、名
古
屋
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、那
須

國
宏
、日
本
基
督
教
団 

金
城
教
会 

福
祉

社
会
委
員
会
、
丹
羽
、
丹
羽
悠
子
、
猫
洞

保
育
園
、
野
口
す
み
子
、
野
口
宏
、
野
村

真
由
、
橋
本
千
鶴
子
、
長
谷
川
悦
子
、
羽

田
野
哲
夫
、発
達
セ
ン
タ
ー
あ
つ
た
、発

達
セ
ン
タ
ー
あ
つ
た 

療
育
グ
ル
ー
プ
保

護
者
募
金
、
発
達
セ
ン
タ
ー
あ
つ
た
職

員
、発
達
セ
ン
タ
ー
職
員
募
金
、発
達
セ

ン
タ
ー
ち
よ
だ
保
護
者
会
、
パ
テ
ィ
ス

リ
ー
ぴ
ぼ
っ
と
、原
田
明
美
、ぴ
ぼ
っ
と 

い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
展
、平
野
裕
紀
、広
路
教

会 

婦
人
会
会
計 

小
林
久
子
、
福
武
馨
、

藤
野
興
一
、
ぶ
ら
ん
こ
の
会
、
別
府
悦

子
、募
金
委
員
会 

石
橋
満
、星
輝
彦
、堀

江
重
信
、
堀
部
文
男
、
真
木
芳
子
、
松
岡

紀
生
、
松
澤
裕
美
子
、
松
田
和
恵
、
松
本

光
一
、松
山
久
美
代
、み
ど
り
菜
の
花
職

員
、名
東
保
育
園
、名
北
福
祉
会
、森
理
、

森
本
榮
三
、
八
事
教
会
、
山
上
雅
子
、
山

口
正
紀
、
山
本
嵐
士
、
山
本
嵐
士
、
山
本

憲
司
、山
本
理
絵
、湯
浅
登
、吉
野
純
平
、

吉
本
貞
一
郎
、
米
村
謙
一
、
若
竹
幼
稚

園
、
和
木
し
ず
子
、
和
進
館
保
育
園
、
和

田
壮
磨
、渡
辺
紀
久
子
、渡
邊
真
悟

〈
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
〉

八
木
武
志　

（
以
上　

３
／
７
〜
６
／
27
）

福島の子どもたちに思いっきり遊ぶ夏を

FUKUSHIMAリフレッシュキャンプ

Inぎふ

開催；8月16日～ 22日
　福島では、放射能の影響で屋外で遊ぶことがいまだに制限されて
います。
　そんな子ども達が岐阜の野外活動センターでキャンプ生活をします。

☀この事業実施のための支援金（目標80万円）を
　集めています。

大規模災害から学ぶ
～伊勢湾台風55年市民防災の集い～
　名古屋市南部に大被害をもたらした伊勢湾台風から55年が経
過しました。この災害を語り継ぎ、伊勢湾台風を知らない世代
の方々にも災害の恐ろしさを知っていただき、防災への意識を
高めていただくことを目的として開催されます。

【日時】　2014年９月20日（土）午前11時～16時（予定）
【会場】　大同大学（名古屋市南区）
【内容】　松原千恵子さん（女優）他の方々による
　　　　体験談、防災講演会等々
【主催】　伊勢湾台風55年市民防災の集い実行委員会

　今号を含め４回にわたり防災一口メモを連載します。
　執筆は「市民がつくる災害に強いまちづくりのつどい」
代表であり、愛知県被災者支援センターやレスキュース
トックヤードなどで活動している、滝川裕康さんです。
　社会館のある千鳥学区は災害での大きな被害予想がされています。だからこそ災害に
強いまちづくりを地域住民の方々とともに進めていきましょう。

★①「事前の防災・減災活動」で私たちができることは、地震対策では、何と言っても
家の耐震と家具固定です。特に「家具固定」は素人でもやれます。家族の命が救えます。
命さえあればまたやり直せます。判り易くて一番有効な減災活動です。

〈滝川　裕康〉

防災活動は阪神淡路大震災からです。愛知県は1959年（昭和34年）に伊勢
湾台風の大被災地でした。それを活動の原点にしようと、1999年に社会館で
40周年の語り継ぎを実施したのが、社会館との関わりの始まりです。

自己
紹介

①事前の防災・減災活動
②直後の人命救助、避難所等での復旧活動
③仮設住宅以降の生活再建・復興活動、と３種類に分かれます。

防災活動
 の種類

防災一口メモ❶

第54回
名古屋キリスト教社会館
創立記念研修会のご案内

日時：８月 30日（土）
　　　17時～ 19時 30分
場所：発達センターちよだ
　　　（守山区小幡千代田24－17）

夏まつり夏まつり夏まつり夏まつり
発達センターちよだ発達センターちよだ

日時：９月６日（土）
　　　16時 30分～ 19時
場所：発達センターあつた
　　　（熱田区神宮４丁目９－12）
※雨天順延　９月７日（日）
　社会館ホームページをご覧ください

Vol.11
あったかカーニバル

第33回
社会館夏まつり

　毎夏恒例！地域の一大イベント、社会館夏まつりが今年も
やってきます。
　夏の終わりのひと時を、社会館夏まつりでお楽しみください。
　今年もみんなで汗をかいて踊りましょ～。

日にち：８月 30 日（土）
時　間：17 時 30 分～ 20 時
場　所：源兵衛公園（南区源兵衛町５丁目）

日にち：８月 30 日（土）
時　間：17 時 30 分～ 20 時
場　所：源兵衛公園（南区源兵衛町５丁目）

テーマ
「楽しもう　つくろう　
　　　大きな輪！夏まつり 2014」

テーマ
「楽しもう　つくろう　
　　　大きな輪！夏まつり 2014」

是非、ご協力を

日　時：2014 年９月 26 日（金）
　　　　14 時～
会　場：名古屋港文化小劇場
　　　　名古屋市港区港楽２丁目 10－24
　　　　（市営地下鉄名港線

　港区役所下車 徒歩３分）
内　容：14 時～
　　　　記念講演　落合恵子 氏
　　　　「抗いと祈りと 2014……

　　　　わたしはわたしになっていく」
　　　　16 時～
　　　　記念礼拝・永年勤続者表彰・
　　　　報告会
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